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あるが，その記述が Xenophon, HG 2.3.2と Aristoteles, Ath．34.3の記述と合致しないた
めであろうか，大概の研究者の間で無視されてきた。例えば，古代学事典の REの中の













































































































































































































































り込むことを勧めているだけでなく（Aristoteles, Politica 1284a 40-b 5）国制がよりう




































にフランクとモノソンは，結局は Aristoteles, Politicaの記述に引き継がれる Aristoteles,
ENの最後の箇所で政治学を熱望する者には国制収集物の学習に加えて実践的経験を要す
ると述べていること（Aristoteles, EN 1181a 12-13，1181b 1，10-11）を指摘して，アリ
ストテレスがかかる政治家養成の訓練を狙って Aristoteles, Ath.の中でテラメネスのよう
な政治家の実例を詩的歴史として記したと述べる。
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